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（RDWM: Redundant Drive Wire Mechanism）の設計について述べたものである。この
RDWM は、二つのアクチュエータをもつダブルアクチュエータモジュール（DAM: Double 
Actuator Module）により構成され、トッププレートの高速な広域動作とトッププレート上
の精密な局所動作の組み合わせにより、高速・高精度な動作を生成しようとするものであ
る。本論文では、DAM を用いた RDWM の構成方法、速度拘束モジュール（VCM: Velocity 
Constraint Module）の導入によるアクチュエータ数の削減方法、および RDWM の試作機
による動作実験について議論している。 
本論文では第一に、DAM を用いた RDWM の構成方法として、RDWM の候補が、必要
動作生成のための駆動力を発生できるかを判定する方法が示される。第二に、VCM の導
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 以上の諸点を総合し、本学学位規程第 18 条第 2 項に基づき、学位申請者に対し、「博
士（工学 立命館大学）」の学位を授与することが適当であると判断する。 
